父母と教師が知るべきピレモンへの手紙_胎嬰児部

第1課　伝道者パウロ
ピレモン1:1│キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンへ。また、
1.時代の成功と失敗は、指導者の手にかかっています。

(1)失敗した時代
①パリサイ人が指導者であった時代は失敗しました(使徒4:1～12)

②中世教会の指導者によって中世時代は失敗しました(ローマ1:16～17)

③伝道者を迫害した指導者がいた18～19世紀の時代は失敗しました(18～19世紀)

④職業人に変わった現代指導者がいる今の時代は失敗を繰り返しています。

(2)成功した時代
①福音を持ったモーセが指導者として立った出エジプトの時代は成功しました(出エジプト3:1～20)
②福音を持ったペテロが指導者として立った初代教会は成功しました(使徒2:14～21)

③福音を持ったパウロが指導者として立った宣教の現場は成功しました(ピリピ3:1～20)
2.パウロの経歴
(1)パウロは八日目に割礼を受けて、王族であったベニヤミン族であり、きっすいのヘブル人で、律法では傷がなかったし、パリサイ人でした(ピリピ3:1～6)

(2)聖徒たちを迫害したパウロは、ダマスコでイエス様に会った後、異邦人の伝道者として変化しました(使徒9:1～15)

(3)パウロはバルナバに会ってアンテオケ教会で訓練を受けました(使徒11:25～26)

(4)パウロは初めての宣教師として派遣されました(使徒13:1)

(5) 14巻の書簡の中にはパウロの足跡があります。

①パウロは伝道者の模範でした(使徒9:15)

②パウロは宣教師の模範でした(使徒13:1)

③パウロは弟子訓練の模範でした(使徒14:20～22)

④パウロはレムナント訓練の模範でした(使徒17:1、18:4、19:8)

3.時代を生かす聖徒の祈りは、働きの中の最高の働きです。

(1)伝道者のために祈らなければなりません。

①時代的な伝道者のために祈らなければなりません。

②宣教師のために祈らなければなりません。

③役員のために祈らなければなりません。

(2)最高の祈りの対象者である牧師先生のために祈らなければなりません。

①牧師先生が祈りとみことばの働きに専念できるように祈らなければなりません(使徒6:2～4)

②初代教会の聖徒たちは、監獄に閉じ込められたペテロのために祈りました(使徒12:1～25)

③カイザルの前に立たなければならないパウロのために多くの同労者が祈りました(使徒27:24)

(3) 3人の指導者のために祈らなければなりません。

①牧師先生のために祈らなければなりません。

②親のために祈らなければなりません。

③先生のために祈らなければなりません。
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第2課　パウロを助けた同労者ピレモン

ピレモン1:1│キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンへ。また、
1.初代教会の運動は役員運動でした

(1)イエス様は70人を別に立てて、現場に送られました(ルカ10:1～20)
(2)弟子と役員120人は、マルコの屋上の間で一緒に祈りました(使徒1:12～14)

(3)初代教会の役員は、15ケ国から来たユダヤ人に福音を伝えました(使徒2:9～11)

(4)すると、現場で3千人の弟子が立てられました(使徒2:41～42)

(5)使徒が祈りとみことばの働きに専念できるように、7人の役員が使徒の代わりをして教会の世話をしました
(使徒6:1～7)

(6)かん難が起きて、役員はフェニキヤ、キプロス、アンテオケに行って福音を伝えました(使徒11:19)

(7)役員は、ペテロが監獄に閉じ込められたら、すぐに集まって祈りました(使徒12:1～25)

2.ピレモンはどんな人だったのでしょうか
(1)伝道者の愛を受ける人でした(ピレモン1:1)

(2)パウロと伝道者の同労者でした(ピレモン1:1)

(3)伝道者の24時間の祈りの対象者でした(ピレモン1:4)

(4)コロサイ教会の役員でした。

(5)影響力がある産業人でした。

3.役員運動は、なぜ起きなければならないのでしょうか

(1)役員は、三つの改革の主役であるためです。

①人生改革の主役です。

②宗教改革の主役です。

③文化改革の主役です。

(2)役員は、三つの征服の主役であるためです。

①現場征服の主役です。

②文化征服の主役です。

③経済征服の主役です。

(3)役員は、教会復興の主役であるためです。

①現場伝道の主役です。

②伝道弟子の主役です。

③地教会運動の主役です。
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第3課　伝道者の心そのものであったオネシモ

ピレモン1:12│そのオネシモを、あなたのもとに送り返します。彼は私の心そのものです。
1.神様の大きい働きは、どのように起きるのでしょうか

(1)ミデヤンでしゅうとの羊を飼っていたモーセを立てて、出エジプトの働きを成し遂げられました(出エジプト3:1～20).

(2)ギルアデの人エリヤを通して7千人の弟子とエリシャを立てられました(Ｉ列王19:1～20)

(3)アベル・メホラの人エリシャを立ててRUTC運動をさせました(Ｉ列王19:18～20)

(4)無知なガリラヤの人を通して世界福音化を成し遂げられました(使徒1:11)

(5)おろかな人、弱い人、低い人、蔑視される人を通して、救いの働きを成し遂げられました(Ｉコリント1:18～31)

2.オネシモはどんな人だったのでしょうか

(1)監獄に閉じ込められた囚人でした(ピレモン1:10)

(2)しかし、そこで伝道者パウロに会いました(ピレモン1:11)

(3)伝道者パウロにとって、なくてはならない腹心でした(ピレモン1:12)

(4)オネシモは、元々、ピレモンの奴隷でした。

(5)しかし、後にはコロサイ教会の監督になりました。

3.真の教会の使命は何でしょうか

(1)神様は病気になった人を癒され、その人をご自分の国の伝道者として用いられました(使徒3:1～12、4:1～12)

(2)神様は貧しい人を伝道者として立てられました。

①初代教会は、すべての物を必要により分けて使い、ともに食事をしながら神様を賛美しました(使徒2:42～47)

②神様は、救済の対象者を伝道者として立てられました(使徒6:1～2)

③悪霊につかれた女奴隷を用いられました(使徒16:16～18)

(3)神様は無能な人を立てて、証人として用いられました。

①ガリラヤの漁師出身であるペテロに神様の小羊を任せられました(ヨハネ21:15～18)

②パウロを異邦人の使徒として召されました(使徒9:1～43)

③罪人であるオネシモを伝道者として立てられました(ピレモン1:12)

父母と教師が知るべきピレモンへの手紙_胎嬰児部

第4課　伝道者の愛を受ける人

ピレモン1:1～7│私はあなたの愛から多くの喜びと慰めとを受けました。それは、聖徒たちの心が、兄弟よ、あなたによって力づけられたからです。(7)

1.こんにちの問題は何でしょうか

(1)成功した未信者は、霊的問題を持っています(ヨハネ3:1～12)
(2)成功したのですが、福音に根をおろすことができないクリスチャンは、未信者状態にそのまま陥ります
(使徒11:1～18)

(3)成功できないクリスチャンは、他の人々の助けを受けなければなりません(使徒6:1～2)

2.伝道者の愛を受ける人は、最高に祝福された人です。

(1)伝道者の同労者となる祝福を受けました(ピレモン1:1)

(2)伝道者の祈りの中に常に入る祝福を受けました(ピレモン1:4)

(3)キリストのためになされる信仰の働き人として用いられる祝福を受けました(ピレモン1:6)

3.神様は、やはり、福音を持ったエリートを通して働かれました。

(1)監獄生活と奴隷生活を通して政治と経済を学んだヨセフを世界福音化に用いられました(創世記45:1～5)

(2)王宮生活を通して最高の学問を実らせたモーセを通して、イスラエルを出エジプトさせました(出エジプト2:1～10)

(3)正しい心と英知の手を持ったダビデを通して、イスラエルを治められました(詩78:70～72)

(4)エリヤの倍の霊を持っていたエリシャを通してRUTC運動をされました(Ⅱ列王2:1～11)

(5)福音で決断を下したシャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを通して神様が生きておられることを全世界に知らされました(ダニエル3:8～24)

(6)定刻祈りの奥義を持ったダニエルを通して、時代を生かす答えをくださいました(ダニエル6:10～22、10:10～20)

(7)キリストを知る知識人パウロを通して世界を福音化されました(ピリピ3:1～20)

(8)幼いころから、みことばにあってよく養育された福音のエリートであるテモテを世界福音化に用いられました
(Ⅱテモテ2:1～7)

(9)教会の家主であったガイオを用いられました(Ⅲヨハネ1:2、ローマ16:23)

(10)産業人だったピレモンを用いられました(ピレモン1:1～7)
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第5課　捨てられた人を伝道者として立てられる神様

ピレモン1:8～22│獄中で生んだわが子オネシモのことを、あなたにお願いしたいのです。(10)

1.神様は大きい困難を通して働かれました。

(1)ヨセフは、奴隷生活と監獄生活をしたのですが、エジプトの最高の総理になりました(創世記37:11、39:1～6、
40:1～20、41:38、45:1～5)

(2)ミデヤンでしゅうとの羊を飼っていたモーセは、イスラエルの民をエジプトから連れて出た最高の指導者なりました(出エジプト3:1～8)

(3)ダビデはゴリヤテに勝って最高の将軍として賞賛されました(Ｉサムエル17:1～47)

(4)苦難の中で、イザヤは契約を捕まえました(イザヤ6:1～13、7:14)

(5)苦難の中で、初代教会の聖徒は聖霊充満を受けました(マタイ16:13～20、使徒1:6～8)

2.世の中で捨てられたのですが、神様に用いられた人々がいます。

(1)オネシモは罪人だったのですが、パウロはオネシモを獄中で生んだ息子だと言いました(ピレモン1:10)

(2)パウロはオネシモを福音を伝えるのに役に立つ人だと言いました(ピレモン1:11)

(3)伝道者パウロにとって、オネシモは、なくてはならない腹心でした(ピレモン1:12)

3.今でも神様は捨てられた人々を救って、主の働きに用いることを望んでおられます。
(1)神様はイエス様の家系図に出てくる4人の女性(タマル、ラハブ、ルツ、バテシェバ)を通じて救いの働きを成し遂げられました。

(2)無知なガリラヤの人々と、弱いマルコのタラッパンを用いられました。

(3)神様は救済対象者を伝道運動に用いられる働き人として立てられました(使徒6:1～7)

(4)悪霊につかれた女奴隷を変化させて用いられました(使徒16:16～18)

(5)偶像文化に中にあったエペソ地域の弟子を伝道者として呼ばれました(使徒19:8～20)

(6)ローマ福音化のためにパウロをカイザルの前に立たされました(使徒19:21、23:11、27:24、28:30～31)

(7)ローマ福音化のためにローマ16章の人物を立てられました。
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第1課　伝道者パウロ

ピレモン1:1│キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンへ。また、

1.成功した時代は、必ず伝道者が起きました

(1)福音を持った指導者ヨセフを通して、時代的な働きが起きました(創世記45:1～5)

(2)モーセとアロンを通して、出エジプトの働きがなされました(出エジプト3:1～8)

(3)サムエルとダビデを通して、イスラエルの国全体が勝利しました(Ｉサムエル16:1～13)

(4)エリヤとエリシャを通して、時代的な運動が起きました(Ⅱ列王2:1～11)

(5)パウロとテモテを通して、現場が変化しました(Ⅱテモテ2:1～7)

2.パウロは神様が準備された伝道者でした

(1)パウロは八日後に割礼を受けて、王族であるベニヤミン族であり、きっすいのヘブル人で、律法では傷がなかったし、パリサイ人でした(ピリピ3:1～6)

(2)聖徒たちを迫害したパウロは、ダマスコでイエス様に会った後、異邦人の伝道者として変化しました(使徒9:1～15)

(3)パウロはバルナバに会って、アンテオケ教会で訓練を受けました(使徒11:25～26)

(4)パウロは初めての宣教師として派遣されました(使徒13:1)

3.神様はどんな祈りを最も喜ばれるのでしょうか

(1)伝道者のために祈ることを最も喜ばれます。

(2)牧師先生のために祈ることをとても喜ばれます。

(3)親と先生のために祈ることを望んでおられます。
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第2課　パウロを助けた同労者ピレモン
ピレモン1:1│キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンへ。また、
1.初代教会運動は、役員運動でした

(レムナントは、役員のためにサムエルのように祈らなければなりません)
(1)イエス様は70人を別に立てて、現場に送られました(ルカ10:1～20)

(2)弟子と役員120人は、マルコの屋上の間で一緒に祈りました(使徒1:12～14)

(3)初代教会の役員は、15ケ国から来たユダヤ人に福音を伝えました(使徒2:9～11)

(4)すると、現場で3千人の弟子が立てられました(使徒2:41～42)

(5)使徒が祈りとみことばの働きに専念できるように、7人の役員が使徒の代わりをして、教会を世話しました
(使徒6:1～7)

(6)かん難が起きて、役員はフェニキヤ、キプロス、アンテオケに行って福音を伝えました(使徒11:19)

(7)役員は、ペテロが監獄に閉じ込められたら、すぐに集まって祈りました(使徒12:1～25)

2.ピレモンのような長老が現れるように祈らなければなりません。

(1)ピレモンは愛される者でした(ピレモン1:1)

(2)パウロと伝道者の同労者でした(ピレモン1:1)

(3)伝道者の24時間の祈りの対象者でした(ピレモン1:4)

3.レムナントは役員訓練のために祈りを始めなければなりません。

(1)サムエルのように祈らなければなりません(Ｉサムエル3:1～18)

(2)ダビデのように祈らなければなりません(詩78:70～72)

(3)テモテのように祈らなければなりません(Ⅱテモテ2:1～7)

(4)三つの改革の主役として用いられるように祈らなければなりません。

(5)三つの征服の主役として用いられるように祈らなければなりません。

(6)教会を生かす主役として用いられるように祈らなければなりません。

(7)レムナントを生かす主役として用いられるように祈らなければなりません。
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第3課　伝道者の心そのものになったオネシモ

ピレモン1:12│そのオネシモを、あなたのもとに送り返します。彼は私の心そのものです。
1.神様は背景がない難しい人々を大きく用いられたことが多いです

(1)ミデヤンでしゅうとの羊を飼っていたモーセを立てて、出エジプトの働きを成し遂げられました(出エジプト3:1～20)

(2)ギルアデの人エリヤを通して、7千人の弟子とエリシャを立てられました(Ｉ列王19:1～17)

(3)アベル・メホラの人エリシャを立てて、RUTC運動をされました(Ｉ列王19:18～20)

(4)無知なガリラヤの人を通して、世界福音化を成し遂げられました(使徒1:11)

(5)弱い人々を通して、救いの働きを成し遂げられました(Ｉコリント1:18～31)

2.オネシモは罪を犯した奴隷でした

(1)監獄に閉じ込められた囚人でした(ピレモン1:10)

(2)そこで、伝道者パウロに会いました(ピレモン1:11)

(3)パウロにオネシモは、なくてはならない☆腹心でした(ピレモン1:12)

(4)後にオネシモは、コロサイ教会の監督になりました。

3.真の教会の使命は何でしょうか

(1)病気になった人を直して、伝道者として立てることです(使徒3:1～12)

(2)貧しい人を起こして、伝道者として立てることです(使徒2:42～45)

(3)無能な人を立てて、証人として立てることです(ピレモン1:12)

☆腹心とは、安心して仕事を任せられる人を示す言葉です。
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第4課　伝道者の愛を受ける人

ピレモン1:1～7│私はあなたの愛から多くの喜びと慰めとを受けました。それは、聖徒たちの心が、兄弟よ、あなたによって力づけられたからです。(7)

1.今の問題は何でしょうか

(1)成功した未信者は、霊的問題を持っています(ヨハネ3:1～12)

(2)成功したのですが、福音に根をおろすことができないクリスチャンは、未信者状態にそのまま陥っています
(使徒11:1～18)

(3)成功できないクリスチャンは、他の人々の助けを受けなければなりません(使徒6:1～2)

2.伝道者の祈りの対象であり、伝道者の愛を受ける人は最も幸せな人です。

(1)伝道者の愛を受ける人は、伝道者の同労者です(ピレモン1:1)

(2)伝道者の祈りにいつも入っている人です(ピレモン1:4)

(3)キリストの恵みの中にある信仰の働き人です(ピレモン1:6)
3.神様は福音を持ったエリートを通して働かれました。

(1)神様は、監獄生活と奴隷生活を通して政治と経済を学んだヨセフを、世界福音化に用いられました
(創世記45:1～5)

(2)王宮生活を通して最高の学問を実らせたモーセを通して、イスラエルを出エジプトさせられました
(出エジプト2:1～10)

(3)信仰と技能を持っていたダビデを通して働かれました(詩78:70～72)

(4)霊力と知力をそろえたエリシャを通して働かれました(Ⅱ列王2:1～11)

(5)福音で決断を下したシャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを通して働かれました(ダニエル3:8～24)

(6)定刻祈りに勝利したダニエルを通して働かれました(ダニエル6:10～22)

(7)キリストを知る知識人パウロを用いられました(ピリピ3:1～20)

(8)エリートのテモテを通して働かれました(Ⅱテモテ2:1～7)

(9)教会の家主であるガイオを用いられました(Ⅲヨハネ1:2、ローマ16:23)

(10)産業人だったピレモンを用いられました(ピレモン1:1～7)

子どもが知るべきピレモンへの手紙_幼児、小学生部

第5課　捨てられた人を用いられる神様

ピレモン1:8～22│獄中で生んだわが子オネシモのことを、あなたにお願いしたいのです。(10)
1.大きい困難の中にいる者を通して神様は重要なことを行われました

(1)ヨセフ
①ヨセフは兄たちに売られて、ポティファルの家で奴隷生活をしました(創世記39:1～6)

②無実の罪によって監獄生活もしました(創世記40:1～20)

③しかし、神様はヨセフをエジプトの最高の総理として立てられました(創世記45:1～5)

(2)神様はミデヤンでしゅうとの羊を飼っていたモーセを通して、イスラエルの民をエジプトから連れ出されました
(出エジプト3:1～20)

(3)神様は、幼いダビデを通してゴリヤテを打たれました(Ｉサムエル17:1～47)

(4)苦難の中にいたイザヤを通して、神様はレムナントの契約を伝えられました(イザヤ6:1～13)

(5)神様は苦難を受けた初代教会を通して世界福音化を成し遂げられました(使徒1:6～8)

2.捨てられたオネシモを神様は福音で生かされました

(1)オネシモは獄中に残っていた人でした(ピレモン1:10)

(2)オネシモは、福音を伝えるのに役に立つ人でした(ピレモン1:11)

(3)オネシモは伝道者パウロの腹心でした(ピレモン1:12)

3.聖書には捨てられた人々を生かして、その人々を用いられた神様の働きがたくさん記録されています

(がっかりしてしまったり、堕落しなければ、良い機会は必ず来ます)
(1)神様は無知なガリラヤの人と弱いマルコのタラッパンを用いられました(使徒2:1～13)

(2)神様は悪霊につかれた女奴隷を用いられました(使徒16:16～40)

(3)神様は罪人だったオネシモをコロサイ教会の監督として立てられました。

レムナントが知るべきピレモンへの手紙_中高大青年

第1課　レムナントは伝道者の祈りの中にいなければなりません

ピレモン1:1│キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンへ。また、

1.時代の成功と失敗は、指導者の手にかかっています。

(1)失敗した時代

①パリサイ人が指導者であった時代は失敗しました(使徒4:1～12)

②中世教会の指導者によって中世時代は失敗しました(ローマ1:16～17)

③伝道者を迫害した指導者がいた18～19世紀の時代は失敗しました(18～19世紀)

④職業人に変わった現代指導者がいる今の時代は失敗を繰り返しています。

(2)成功した時代

①福音を持ったモーセが指導者として立った出エジプトの時代は成功しました(出エジプト3:1～20)

②福音を持ったペテロが指導者として立った初代教会は成功しました(使徒2:14～21)

③福音を持ったパウロが指導者として立った宣教の現場は成功しました(ピリピ3:1～20)
2.パウロの経歴

(1)パウロは八日目に割礼を受けて、王族であったベニヤミン族であり、きっすいのヘブル人で、律法では傷がなかったし、パリサイ人でした(ピリピ3:1～6)

(2)聖徒たちを迫害したパウロは、ダマスコでイエス様に会った後、異邦人の伝道者として変化しました(使徒9:1～15)

(3)パウロはバルナバに会ってアンテオケ教会で訓練を受けました(使徒11:25～26)

(4)パウロは初めての宣教師として派遣されました(使徒13:1)

(5) 14巻の書簡の中にはパウロの足跡があります。

①パウロは伝道者の模範でした(使徒9:15)

②パウロは宣教師の模範でした(使徒13:1)

③パウロは弟子訓練の模範でした(使徒14:20～22)

④パウロはレムナント訓練の模範でした(使徒17:1、18:4、19:8)

3.時代を生かす聖徒の祈りは、働きの中の最高の働きです。

(1)伝道者のために祈らなければなりません。

①時代的な伝道者のために祈らなければなりません。

②宣教師のために祈らなければなりません。

③役員のために祈らなければなりません。

(2)最高の祈りの対象者である牧師先生のために祈らなければなりません。

①牧師先生が祈りとみことばの働きに専念できるように祈らなければなりません(使徒6:2～4)

②初代教会の聖徒たちは、監獄に閉じ込められたペテロのために祈りました(使徒12:1～25)

③カイザルの前に立たなければならないパウロのために多くの同労者が祈りました(使徒27:24)

(3) 3人の指導者のために祈らなければなりません。

①牧師先生のために祈らなければなりません。

②親のために祈らなければなりません。

③先生のために祈らなければなりません。

レムナントが知るべきピレモンへの手紙_中高大青年
第2課　レムナントは後にピレモンのような成功者にならなければなりません
ピレモン1:1│キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから、私たちの愛する同労者ピレモンへ。また、
1.初代教会の運動は役員運動でした

(1)イエス様は70人を別に立てて、現場に送られました(ルカ10:1～20)
(2)弟子と役員120人は、マルコの屋上の間で一緒に祈りました(使徒1:12～14)

(3)初代教会の役員は、15ケ国から来たユダヤ人に福音を伝えました(使徒2:9～11)

(4)すると、現場で3千人の弟子が立てられました(使徒2:41～42)

(5)使徒が祈りとみことばの働きに専念できるように、7人の役員が使徒の代わりをして教会の世話をしました
(使徒6:1～7)

(6)かん難が起きて、役員はフェニキヤ、キプロス、アンテオケに行って福音を伝えました(使徒11:19)

(7)役員は、ペテロが監獄に閉じ込められたら、すぐに集まって祈りました(使徒12:1～25)

2.ピレモンはどんな人だったのでしょうか

(1)伝道者の愛を受ける人でした(ピレモン1:1)

(2)パウロと伝道者の同労者でした(ピレモン1:1)

(3)伝道者の24時間の祈りの対象者でした(ピレモン1:4)

(4)コロサイ教会の役員でした。

(5)影響力がある産業人でした。

3.役員運動は、なぜ起きなければならないのでしょうか

(1)役員は、三つの改革の主役であるためです。

①人生改革の主役です。

②宗教改革の主役です。

③文化改革の主役です。

(2)役員は、三つの征服の主役であるためです。

①現場征服の主役です。

②文化征服の主役です。

③経済征服の主役です。

(3)役員は、教会復興の主役であるためです。

①現場伝道の主役です。

②伝道弟子の主役です。

③地教会運動の主役です。

レムナントが知るべきピレモンへの手紙_中高大青年
第3課　レムナントはオネシモのように悪いクセと失敗した過去を捨てるべきです

ピレモン1:12│そのオネシモを、あなたのもとに送り返します。彼は私の心そのものです。

1.神様の大きい働きは、どのように起きるのでしょうか

(1)ミデヤンでしゅうとの羊を飼っていたモーセを立てて、出エジプトの働きを成し遂げられました(出エジプト3:1～20).

(2)ギルアデの人エリヤを通して7千人の弟子とエリシャを立てられました(Ｉ列王19:1～20)

(3)アベル・メホラの人エリシャを立ててRUTC運動をさせました(Ｉ列王19:18～20)

(4)無知なガリラヤの人を通して世界福音化を成し遂げられました(使徒1:11)

(5)おろかな人、弱い人、低い人、蔑視される人を通して、救いの働きを成し遂げられました(Ｉコリント1:18～31)

2.オネシモはどんな人だったのでしょうか

(1)監獄に閉じ込められた囚人でした(ピレモン1:10)

(2)しかし、そこで伝道者パウロに会いました(ピレモン1:11)

(3)伝道者パウロにとって、なくてはならない腹心でした(ピレモン1:12)

(4)オネシモは、元々、ピレモンの奴隷でした。

(5)しかし、後にはコロサイ教会の監督になりました。

3.真の教会の使命は何でしょうか

(1)神様は病気になった人を癒され、その人をご自分の国の伝道者として用いられました(使徒3:1～12、4:1～12)

(2)神様は貧しい人を伝道者として立てられました。

①初代教会は、すべての物を必要により分けて使い、ともに食事をしながら神様を賛美しました(使徒2:42～47)

②神様は、救済の対象者を伝道者として立てられました(使徒6:1～2)

③悪霊につかれた女奴隷を用いられました(使徒16:16～18)

(3)神様は無能な人を立てて、証人として用いられました。

①ガリラヤの漁師出身であるペテロに神様の小羊を任せられました(ヨハネ21:15～18)

②パウロを異邦人の使徒として召されました(使徒9:1～43)

③罪人であるオネシモを伝道者として立てられました(ピレモン1:12)

レムナントが知るべきピレモンへの手紙_中高大青年
第4課　レムナントは伝道者のスケジュールの中になければなりません

ピレモン1:1～7│私はあなたの愛から多くの喜びと慰めとを受けました。それは、聖徒たちの心が、兄弟よ、あなたによって力づけられたからです。(7)

1.こんにちの問題は何でしょうか

(1)成功した未信者は、霊的問題を持っています(ヨハネ3:1～12)
(2)成功したのですが、福音に根をおろすことができないクリスチャンは、未信者状態にそのまま陥ります
(使徒11:1～18)

(3)成功できないクリスチャンは、他の人々の助けを受けなければなりません(使徒6:1～2)

2.伝道者の愛を受ける人は、最高に祝福された人です。

(1)伝道者の同労者となる祝福を受けました(ピレモン1:1)

(2)伝道者の祈りの中に常に入る祝福を受けました(ピレモン1:4)

(3)キリストのためになされる信仰の働き人として用いられる祝福を受けました(ピレモン1:6)

3.神様は、やはり、福音を持ったエリートを通して働かれました。

(1)監獄生活と奴隷生活を通して政治と経済を学んだヨセフを世界福音化に用いられました(創世記45:1～5)

(2)王宮生活を通して最高の学問を実らせたモーセを通して、イスラエルを出エジプトさせました(出エジプト2:1～10)

(3)正しい心と英知の手を持ったダビデを通して、イスラエルを治められました(詩78:70～72)

(4)エリヤの倍の霊を持っていたエリシャを通してRUTC運動をされました(Ⅱ列王2:1～11)

(5)福音で決断を下したシャデラク、メシャク、アベデ・ネゴを通して神様が生きておられることを全世界に知らされました(ダニエル3:8～24)

(6)定刻祈りの奥義を持ったダニエルを通して、時代を生かす答えをくださいました(ダニエル6:10～22、10:10～20)

(7)キリストを知る知識人パウロを通して世界を福音化されました(ピリピ3:1～20)

(8)幼いころから、みことばにあってよく養育された福音のエリートであるテモテを世界福音化に用いられました
(Ⅱテモテ2:1～7)

(9)教会の家主であったガイオを用いられました(Ⅲヨハネ1:2、ローマ16:23)

(10)産業人だったピレモンを用いられました(ピレモン1:1～7)

レムナントが知るべきピレモンへの手紙_中高大青年
第5課　環境と力、背景がないレムナントは、より大きく用いられます
ピレモン1:8～22│獄中で生んだわが子オネシモのことを、あなたにお願いしたいのです。(10)

1.神様は大きい困難を通して働かれました。

(1)ヨセフは、奴隷生活と監獄生活をしたのですが、エジプトの最高の総理になりました(創世記37:11、39:1～6、
40:1～20、41:38、45:1～5)

(2)ミデヤンでしゅうとの羊を飼っていたモーセは、イスラエルの民をエジプトから連れて出た最高の指導者なりました(出エジプト3:1～8)

(3)ダビデはゴリヤテに勝って最高の将軍として賞賛されました(Ｉサムエル17:1～47)

(4)苦難の中で、イザヤは契約を捕まえました(イザヤ6:1～13、7:14)

(5)苦難の中で、初代教会の聖徒は聖霊充満を受けました(マタイ16:13～20、使徒1:6～8)

2.世の中で捨てられたのですが、神様に用いられた人々がいます。

(1)オネシモは罪人だったのですが、パウロはオネシモを獄中で生んだ息子だと言いました(ピレモン1:10)

(2)パウロはオネシモを福音を伝えるのに役に立つ人だと言いました(ピレモン1:11)

(3)伝道者パウロにとって、オネシモは、なくてはならない腹心でした(ピレモン1:12)

3.今でも神様は捨てられた人々を救って、主の働きに用いることを望んでおられます。

(1)神様はイエス様の家系図に出てくる4人の女性(タマル、ラハブ、ルツ、バテシェバ)を通じて救いの働きを成し遂げられました。

(2)無知なガリラヤの人々と、弱いマルコのタラッパンを用いられました。

(3)神様は救済対象者を伝道運動に用いられる働き人として立てられました(使徒6:1～7)

(4)悪霊につかれた女奴隷を変化させて用いられました(使徒16:16～18)

(5)偶像文化に中にあったエペソ地域の弟子を伝道者として呼ばれました(使徒19:8～20)

(6)ローマ福音化のためにパウロをカイザルの前に立たされました(使徒19:21、23:11、27:24、28:30～31)

(7)ローマ福音化のためにローマ16章の人物を立てられました。

